
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対円（JPY） １０/10 １1/01 １１/０4 １１/10 

米ドル（USD） ８３ ８１ ８２ ８４ 

ブラジルレアル（BRL） ４９ ４９ ５１ ５２ 

南ア・ランド（ZAR） １１.９ １１.９ １２.０ １２.２ 

トルコリラ （TRY） ５７ ５７ ５６ ５６ 

メキシコペソ（MXN） ６.６３ ６.５９ ６.６７ ６.７５ 
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エマージング通貨の対円年初来騰落率 

１０年 1 月 1 日～10 年 9 月 30 日 
直近の動向 

9 月初め、米紙が欧州金融機関への健全性審査で一部金融機関が潜

在的にリスクのある国債の保有高を過少報告していたと報道。欧州

懸念が再燃し、リスク回避の動きとなった。また、14 日に民主党代

表選で管直人首相が再選、円買いが進み、一時 82 円台を付けた。

これを受け、日銀が 6 年半ぶりの為替介入を行ったが、21 日に米

FOMC 声明文の「必要あれば追加緩和の準備がある」との文言やデ

フレへの警戒感の強調等から米金利が低下、ドル全面安となり再び

円高が進行、介入前の水準に戻ってしまった。新興国通貨は対ドル

で上昇しており、対円では介入後、ほぼ横ばいで推移している。 

ブラジル 

トルコ 

南アフリカ 

1 日に政策金利を 10.75％に据え置き。3 日に第 2 四半期 GDP が

発表され、前期比+1.2％、前年比+8.8％となり、事前予想を大幅に

上回る結果となった。また、失業率が低下、8 月失業率は過去最低

の 6.7%となり、堅調な雇用情勢が内需の好調を裏付けている。ブ

ラジル政府はレアル高抑制のために様々な対策を講じている。大統

領選挙は、過半数を取得できなければ 10 月末に決選投票となる。 

16 日に政策金利を 7.00％に据え置き。14 日に第 2 四半期 GDP

が発表、前年同期比+10.3%となった。中銀は現在の財政状況は中

期的なリスク要因であるとした。GDP は過去の数字であり、景気は

すでに減速の兆候を示している。貿易赤字が毎月のように拡大、1

月～7 月合計が前年同期の 2 倍近くまで拡大している。国民投票の

結果、憲法改正案が承認された。株式市場が史上最高値を更新。 

9 日に政策金利を 6.00％に引下げ。中銀総裁の「これ以上の利下

げは限定的」との発言や為替介入の可能性が事実上否定されたため、

通貨ランドの動向は落ち着いていた。金価格が上昇し、史上最高値

を更新。今後、これがランド高を呼び、輸出へ影響が出ることが懸

念されている。8 月から続く公務員組合の大規模ストライキが 6 日

に停止、学校や病院の混乱や閉鎖は改善される見通し。 

為替レート見通し 

この資料は投資判断の参考となる情報提供のみを目的とした 2010 年 10 月 1 日現在の当社の意見になります。

また、当社が信頼できると考える情報源から得たデータに基づき作成しておりますが、その情報の正確性及び完全

性について当社が保証するものではありません。 

メキシコ 

24 日に政策金利を 4.50％に据え置き。8 月失業率が 5%台とやや

好転。製造業の伸びは高いが米景気の減速に直面している。また、

国内の個人消費の伸びは依然として金融危機前の水準を下回ってい

る。中期的には麻薬関連の暴力拡大がメキシコの信用力を脅かし、

治安情勢がソブリン格付けのリスク要因であると初めて格付け機関

が明言。今後の動向は暴力事件の報道にも左右される可能性がある。 

作成：ばんせい山丸証券  

金融商品開発部 和田 大介 
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